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17世紀中葉の古伊万里の様相－「檀伐桐」窯址の踏査から
修士論文要旨
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第1章　票址踏査
陶磁器のうち、胎土が白色で透光性があり、硬く焼き締
り吸水性がなく、叩くと金属的な清音を発する－ものを磁器
と呼んでいる。江戸時代の肥前（佐賀県から長崎県一帯の
旧国名）で誕生し、「古伊万里」とか「伊万里」焼などと呼
ばれて親しまれてきた。「伊万里」の名の起こりは、焼かれ
た製品が伊万里港に集められそこから江戸や大坂、京都な
どの国内市場に船で輸送されたため、その消費地の人達が
積出し港の名をつけて呼んだことによる。
焼き損じた製品や窯道具の捨て場を物原という。その物
原を調査することによってその時代の製品が明らかになる。
古唐津として高い評価を得てきた「唐津」焼の時期区分を
試み、「伊万里」草創期の製品を見ていくと、薄縁皿とよば
れる小皿などが作られている時に誕生していることが分か
る。それは17世紀初頭のこと、佐賀県有田町の北西部辺
りで陶器を焼いている窯で陶器とともに磁器を焼き始めて
いる。1640年代には色絵付けが始まる。本論文は、色
絵付け創始直後の、「窯の辻」窯に引き続いて稼働して’いる
「檀伐桐」窯に焦点をあてる。
「檀伐桐」窯には、明暦2（1656）年銘をもつ白磁
の蓋が出土している「長吉谷」窯で多数作られている荒磯
雲龍文が措かれた磁片は見られない。この荒磯文と呼ばれ
る跳魚図が描かれた碗の染付の表現、高台などの成形の特
徴、窯詰めに用いられた窯道具の特徴などを比較して、こ
の窯の初期から焼かれていることが推測されている。すな
わち、「檀伐桐」窯は「窯の辻」窯より下り、「長吉谷」窯
よりは遡る年代であり、荒磯雲龍文は初期伊万里には見ら
れないので、それを焼いた窯と焼いていない初期の窯の接
点を見つければよいわけで、その窯が土の窯なのであり（大
橋康二2004）、「檀伐桐」窯出土のものは承応年間（1
653～55年）頃を中心において考察できるものである。
第2童　窯業技術の導入
これまでのところ、中国からの窯業技術が導入された可
能性が高いのは、磁器創始段階と色絵創始段階である。
磁器の焼成技術は朝鮮半島の官窯白磁の焼成技術が基本
にあり、有田に伝えられたのは、文禄・慶長の役を契機と
した慶尚道の民窯の技術であったと考えられている。白磁
皿の器形は、わが国最初の磁器である初期伊万里の代表的
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な器形となっている。そして、創始に関わった染付顔料の
製法などの中国の窯業技術は、万暦時代の中国南部のもの
であった可能性が高い。この中国明朝の窯業技術が既存の
朝鮮王朝の技術に加わり、基盤となる「生産スタイル」が
形成されたのである。型打ちと呼ばれる成形技法は「唐津」
焼陶器には使用されていないため、中国の技術導入がこの
点からも最初期からあったことを窺わせている。
色絵の創始も万暦王朝の技術を背景にしていることは間
違いあるまい。明末、清初の景徳鎮系の民窯の導入技術は、
「製品スタイル」を一新した。青磁の焼成方法では、中国
龍泉窯で行なわれていた皿型の窯道具をあて宙に浮いた状
態で焼くチヤツという窯詰め法、バリという小円錐形の粘
土を製品底部に据えて焼く窯詰め法、変形の碗や皿などを
成形する時に、輯櫨を使わず、型と糸切りで成形する糸切
り細工の技法、白抜き線部分を墨をつけた筆で描き、これ
を焼くと墨は飛び呉須は焼きつき、青地に白い線の文様が
表される墨弾きの技法などであり、高台内に見られるカン
ナ削り痕などにも、新しい技法が窺える。素焼きも、承応
年間には始まっている。
第3章　輸出磁器としての「伊万里」
17世紀前半、西欧諸国ではシノワズリー（中国趣味）
が流行し、中国磁器が大量に輸入されていた。磁器は誕生
から何世紀にもわたって唯一中国で生産される特産物とし
て重液の的であり、世界各地の王侯貴族や富裕層の人々に
珍重されていた。しかし、17世紀の中頃の中国明、清の
王朝交代に伴う内乱で磁器生産が困難になったことを契機
に、その代替品として17世紀初頭に誕生した日本の「伊
万里」が選ばれる。
第4章17世紀中葉の「伊万里」
私の見出しえた「檀伐桐」窯の伝世品を紹介する。
第5章　結語
「檀伐桐」窯の伝世品は、たとえば赤色に注目してみると、
色見本Pantone社の『solidchipscoated202C』に酷似し
ている。古九谷様式とか柿右衛門様式とよばれている色絵付
けされた製品の年代判定は、このような色見本を利用できな
いだろうかと私は考えているので、そのことを提案したい。
この方法を加えることによって、17世紀中葉の「伊万里」
焼の様相は、より分かりやすいものとなるであろう。
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